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こぐまのクーク物もの語がたり




クリスマスのおとまり会かい








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　うれしい カレンダー







　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　こな雪ゆきの、しんしんとふる、寒さむい朝あさ。

　こぐまのクークは、まどガラスに鼻はなをくっつけて、

　外そとを、ながめていた。
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「雪ゆきは、全ぜん部ぶかくしちゃう。音おとも消けしちゃう。

　まっ白しろ、まっ白しろ、しーん、しーん」

　と、つぶやいた。

「クーク、明日あしたから十じゅう二に月がつよ。

　ようやく間まに合あって、アドベントカレンダーができあがったわ」

　アドベントカレンダーは、十じゅう二に月がつに入はいって、

　クリスマスを待まつための、とくべつなカレンダー。

　森もりのこどもたちは、一日ついたちから二に十じゅう四よっ日かまでの毎まい日にちを、

　二に十じゅう四よんこの、すてきなおくりもので、楽たのしみながら、

　クリスマスの日ひをむかえる。

　母かあさんは、クークの手てがとどく、部へ屋やのかべに

　アドベントカレンダーをはってくれた。

　クークは、それを見みて、大おおよろこび。
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「母かあさん、おもしろいね。

　おっきいふくろも、ちっちゃいふくろもあるよ」

　去きょ年ねんは、父とうさんが、二に十じゅう四よんこの

　ひきだしをつけて、作つくってくれた。
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　木きで作つくったカレンダーは、とてもがんじょうで、

　しっかりとして、また、いつか使つかえそうだ。

　今こ年としは、母かあさんが、布ぬので、二に十じゅう四よんこの

　小ちいさなふくろを作つくって、そこに、日ひづけを書かいた。

　ふくろの中なかには、キャンディーや、

　チョコレート、おもちゃ。

　何なにが入はいっているか、開あけるまでわからない。

　毎まい日にちひとつずつ、ふくろを開あけて、

　全ぜん部ぶ開あけおわると、クリスマスがやって来くる。

　クークは、毎まい日にち何なにが入はいっているか、とても楽たのしみ。
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「二に十じゅう四よん回かい、ちっちゃいわくわくがあって、

　二に十じゅう五ご回かい目めは、おっきいわくわくがあるんだよ。

　だから、十じゅう二に月がつは、わくわくどきどきの十じゅう二に月がつ！」




　父とうさんが、げんかんでクークに声こえをかけた。

「レストランに行いくけれど、クークも行いくか？」

「うん」

　クークの家いえは、『森もりのキッチン』というレストラン。

　森もりのみんなが、楽たのしみにしているのは、

　レストランで毎まい年とし開ひらかれる、クリスマスパーティー。

　父とうさんは、その日ひのために少すこしずつ用よう意いを始はじめている。

　料りょう理りによっては、一いっか月げつ前まえから作つくっておくものもあるからだ。

　家いえからレストランまで、クークと、父とうさんは、

　新あたらしい雪ゆき道みちを、ザクザクと歩あるいた。

　今日きょう、レストランに、たくさんのざいりょうが、

　箱はこに入はいって、町まちから送おくられてきた。

　クークは、その箱はこを開あけて、手て伝つだった。

　こむぎこや、お米こめ、たまご、ドライフルーツ、

　飲のみ物もの、かんづめなどを運はこんで、

　戸とだなにしまったり、かごに入いれたり。
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「父とうさん、いっぱいあるね。

　これ、全ぜん部ぶパーティーの分ぶんなの？」

「そうだよ。一いち年ねんの間あいだ、たくさんの

　お客きゃくさんが来きてくれた。そのお礼れいだよ。

　だから、父とうさんには、

『ありがとパーティー』なんだよ」

「お料りょう理り、たーくさん作つくるのたいへんだね」

「たいへんといえばたいへんだけれど、好すきなんだな。

　作つくれば、作つくるほど、おくが深ふかいことに気きがついて、

　ますます、おもしろくなるんだ」

「おくが深ふかいと、おもしろいの？」

「好すきなことなら、おもしろいよ」
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「ふーん。ぼくは、遊あそぶの好すき。

　じゃあ、遊あそぶのも、おくが深ふかいの？」

「たしかに、遊あそびは、おくが深ふかいかもしれないな。

　遊あそびから、父とうさんも、いろんなことをおぼえたし」

「父とうさん、何なにをおぼえたの？」

「ははは、いろいろさ。

　クークも、きっと自じ分ぶんで見みつけていくよ」

　お昼ひるごはんを食たべると、

　クークは、遊あそびに行いった。

　雪ゆきの中なかを歩あるきながら思おもった。

「そり遊あそびや、雪ゆき合がっ戦せんも、おくが深ふかいんだ。

　おくに、何なにがあるのかな」

　さっきまで、ふっていた雪ゆきもやんで、

　お日ひさまが出でてきた。

　向むこうのほうで、こうさぎのサーハが手てをふっている。

　クークとサーハが遊あそびはじめると、

　こぎつねのゲンゲンが走はしってきた。

「おーい、すごいぞ、びっくりだぞ」

「どうしたの？」

「うっふぉーっ、ニサッタが来きた！」

「えーっ」

「今いま、ここに来くるぞ。

　おれ、早はやく教おしえたくて、先さきに来きたんだ。

　おれが、朝あさごはん食たべてたらな……」

　クークとサーハは、

　ゲンゲンの話はなしも聞きかずに走はしりだした。

　ニサッタは、ゲンゲンのいとこ。かっこいいお兄にいさん。

　気き球きゅうにのってあらわれて、

　みんなをのせて、空そらのピクニックにつれていってくれた。

　そして、気き球きゅうにのって旅たび立だっていった。

「ニサッタに、また会あえるんだ！」

　遠とおくから、ニサッタが、手てをふりながら近ちかづいてくる。

「元げん気きそうだな」

　と、ニサッタ。

　とつぜんのうれしさに、言こと葉ばが出でない。

　クークもサーハも、大おおきくうなずいた。

　それからが、たいへん。
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「ねぇ、ニサッタ！」

「ニサッタ、あのね」

「ニサッタ、ニサッタ！」

　ニサッタは、うれしそうに、

　ひとつひとつ答こたえてくれた。

「気き球きゅうで来きたの？」

「そうだよ。見みわたすかぎり雪ゆきだから、おりるのは楽らくだった」

「雪ゆきの景け色しきって、空そらから見みたらどんななの？」

「山やまを、上うえから見みたら、枝えだばっかりの木きだけ。

　だから、まっ白しろいハリネズミみたいだよ」
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「すっげぇ。巨きょ大だいなハリネズミだな」

「ハリネズミ山やまが動うごいたら、おもしろいわ」

「あとは、ダイヤモンドダストの中なかを通とおってきた」

「なんだっけ？　それ」

「寒さむすぎると、水すいじょう気きの

　ひとつぶ、ひとつぶが、氷こおりになってふってくる。

　それが、ダイヤモンドのように、かがやくんだ」

「わあ、きれい」

「あぁ、ゴンドラのまわりが、全すべて、かがやいて、

　その向むこうに、ぼんやりと景け色しきが見みえる」

　みんな、その景け色しきを、そうぞうした。
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　音おとのない空そらからのおくり物ものだ。




　ニサッタは、しばらくの間あいだ、

　また、ゲンゲンの家いえにとまることになった。

　ゲンゲンは、うれしくて、ニサッタのまわりで、

　ぴょんぴょんしている。







　　けじめを つける







　数すう日じつ、ふりしきった雪ゆきもやみ、

　すっきりしたように、お日ひさまが久ひさしぶりに顔かおを出だした。

「クーク、さんぽしよう」

　父とうさんが言いった。

　きらきらした雪ゆきに足あしあとがのこる。

　小ちいさい足あしあとは、クーク。大おおきい足あしあとは、父とうさん。
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「早はやいもんだな。もう十じゅう二に月がつだ」

「ぼくは、ようやくの十じゅう二に月がつだと思おもうよ」

「そうか。父とうさんには、あっという間まの十じゅう二に月がつだよ」

「へんだね。ぼくと、父とうさん、

　おんなじ日ひにちを、すごしてるのに」

「父とうさんは、月つき日ひを早はやく感かんじるんだよ」

「どうして？」

「どうしてだろうね」

「あっ、わかった。

　ぼく、遊あそぶ時とき、今日きょうは、何なにしようかなって、

　ゆっくり考かんがえるんだ。

　だから、時じ間かんもゆっくりなの。

　だけど、父とうさんは、いつもいろんな仕し事ごとしてるし、

　ぼくより、きっと、ねてないんだ。

　だから、あっという間まの十じゅう二に月がつなんだ。

　ぼくは、ものすごく、いっぱいねてる」

「そうか、そうか。

　いっぱいねるのは、いいことだ」

　父とうさんは、クークの頭あたまを、大おおきな手てで、ごしごしした。

　家いえに帰かえると、母かあさんが、ソファで、

　のびのびと、お昼ひるねをしていた。
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　おこさないように、そおっと台だい所どころに行いった。

「ねえ、父とうさん。

　母かあさんも、きっと、ようやくの十じゅう二に月がつだよ」

　クークは、小こ声ごえで言いった。
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「そうだなあ。

　あっという間まの十じゅう二に月がつは、父とうさんだけか」

　父とうさんは、くすっと、わらった。

　ストーブの中なかで、まきがパチパチと、もえている。

　クークは、顔かおをストーブに近ちかづけて、

　あたたかいはちみつミルクを飲のんだ。

「うーん」

　父とうさんが、うなって考かんがえている。

「父とうさん、どうしたの？」

「いやあ、もうすぐ、今こ年としも終おわりだから、

　それまでに、やっておくこと、

　何なにがあったかなあと、思おもってね」

「どうして？　だって、

　今こ年としが終おわっても、その次つぎの日ひから、

　また、新あたらしい今こ年としが、始はじまるよ」
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「あはは、けじめだよ」

「けじめってなあに？」

「まあ、今こ年としと来らい年ねんとの間あいだの、くぎりみたいなものかな。

　新あたらしい年としの出しゅっ発ぱつまでに、やりのこしたことは、

　かたづけておこうと思おもう。

　それが、けじめをつけるということなんだ」

「ふーん。父とうさんのけじめって、なあに？」

「とちゅうになっている、こわれてしまった、いすの直なおし。

　物ものおきのせいり。今こ年としの新あたらしい料りょう理りをノートにせいりする……、

　考かんがえだしたら、どんどん出でてきそうだ」

「わたしは、新あたらしいカーテンを作つくるわ」

　目めがさめた母かあさんが、会かい話わに入はいってきた。

「ぼくも、何なにかをして、けじめをつけるよ」

　クークは、うでぐみをして、天てんじょうをにらんだ。
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「むずかしそうだから、先さきに遊あそんでくる！」




　雪ゆき道みちに足あしあとが、てんてんと、ついていく。

「にげてもにげても、ついてくるものなあに？

　ぼくの足あしあと、ぼくのかげ」

　と歌うたいながら、歩あるいた。
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『とり沼ぬま』へ行いくと、サーハとゲンゲンが遊あそんでいた。

　クークは、さっきから考かんがえていたことを話はなした。

「ぼく、もうすぐ今こ年としも終おわりだから、

　今こ年としのけじめをつけるんだ。

　それでね、何なにをしようかと考かんがえたんだけど……」

「おい、クーク、けじめって、なんだ？」

「えっとぉ、くぎりのことだって」

「くぎりって、なんだ？」

「わたし、なんとなくわかるわ。

　何なにかする時ときの、こっちとこっちの

　切きれ目めみたいなものよ」

「なんだ。おれ、切きれ目めなら知しってるぞ」

「すごーい、ゲンゲン。切きれ目めってどんなの？」

　クークは、びっくり。

「おれを見みてみろ！」

「見みたよ」
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「わかるか？」

「わかんない」

「まったく、クークは気きがつかないヤツだな。

　いいか？　おれの目めは、切きれ目めだ」

「あーっ、ほんとだ」

「だろ？　きつねはな、

　この切きれ目めの角かく度どが大だい事じなんだ。

　ぴんと上うえに、上あがっているほうが、

　かっこいいんだ。

　ほら、おれって、

　かなり上あがってるほうだろ？」
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「ふーん、それがかっこいいの？」

「わたしたち、うさぎは、

　目めが大おおきいほうが、かわいいの」
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「じゃあ、サーハは、すごく目めが

　大おおきいから、かわいいんだ」

「ありがとう」

「おい、クーク。

　くまは、どんな顔かおがかっこいいんだ？」

「えっ、どんな顔かお？」
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　クークは、こまってしまって、

　もじもじした。

　ゲンゲンは、クークを、じっと見みて、

「なんか、クークの目めって、大おおきくもなく、

　切きれ目めでもないぞ。

　ブルーベリーがくっついてるみたいだ」

「ぼく、ブルーベリー好すきだから、

　それもいいなあ」

　サーハがわらいだした。
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「ゲンゲン！　けじめをつけるのと、

　ゲンゲンの目めは、かんけいないでしょ。

　わたしのけじめは、今こ年としじゅうに、

　本ほんを三さん十じゅっ冊さつ読よもうって、決きめてたことかな。

　あと五ご冊さつなの。それを、がんばる」

「そっかあ。んじゃ、おれは……、

　男おとことしての、けじめをつけるぞ」

「わっ、かっこいい！　ニサッタみたい」

「どんな、けじめなの？」

「そこだ。そこがわからん。

　これから考かんがえる」

「ぼくも、これから考かんがえるよ」

　と、クークが、小ちいさくわらいながら言いった。







　　プレゼントは なあに？







　クークは、朝あさおきると、

　アドベントカレンダーの前まえに立たって、にんまり。

　今日きょうのふくろを開あけると、

　ねじ式しきの小ちいさな車くるま。
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　ねじをいっぱいまいて、手てをはなすと、

　びゅんと走はしって、かべにげきとつ。

「ふふっ。小ちいさいのに速はやいなあ」

　朝あさごはんを食たべると、丘おかへ行いった。

　ゲンゲンも、やって来きた。
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「おい、クーク。サンタに何なにもらうかなあ。

　もうすぐだぞ」

「そうだね。

　サンタさんに、何なにもらえるかなあ」

　クークは、目めを細ほそめた。

「おい、ほしいもの、雪ゆきにかいて、見みせっこしようぜ」

「うん」

　クークとゲンゲンは、おたがいに、かいたものを見みて、

「あっ」

「あぁー」
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「そり！」

「おんなじだあ」

「サンタが、クークに、

　そりを持もってきて、おれんとこに、

　ちがうものだったら、やだなあ」

「ぼくも。もし、そりが、一いっこしかなくて、

　どっちの子こにあげようかなってなったら、

　サンタさんは、どうやって決きめるの？」

「知しらねぇよ。そうだ、今いまのうちに、

　じゃんけんして負まけたら、

　ちがうものを、おねがいするってどうだ？」

「ぼく、負まけたくない」

「おれも」

「きっと、二ふたつ持もってきてくれるよ」
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「もしも、サーハが、

　そりほしいって言いったら、三さんこになるぞ」

「サンタさんは、そり三さんこも、持もってるのかな」

「あっても、三さんこも持もってくるの、たいへんだぞ」

　そこへ、サーハがやって来きた。

「おい、サーハ。

　今いま、プレゼントの話はなしをしてたんだけど、

　クリスマスプレゼントは、何なにがほしい？」

「なんでもいいわ。なんでも、うれしいもの」

「じゃ、じゃあ、そりでなくてもいいのか？」

「うん」

　ゲンゲンもクークも、ちょっと、ほっとした。
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「サンタ、ちゃんと来きてくれるかなあ」

「ふふっ。いい子こにしてないと、サンタさんは来こないよ」

「あっ、おれの母かあちゃんなんか、いつも、

　十じゅう二に月がつに入はいると、すごくうるさくなるぞ。

　おれを、おこるたびに、

『サンタ来こない、サンタ来こない』って、言いうんだ」

「ゲンゲン、十じゅう二に月がつは、しずかにしてたほうがいいわ」

「まあ、そうだな」

「プレゼントって、たんじょう日びと、クリスマスと、

　二に回かいしかないから、とっても大たい切せつなんだよ」

　クークは、しみじみと言いった。

「今日きょうの、わたしのアドベントカレンダーは、

　かわいい紙かみにくるんだゼリーだったの」

「ぼくは、ちっちゃい車くるま。

　昨日きのうは、いちごのキャンディー」

「いいなあ。おれなんか、父とうちゃんが町まちから

　買かってきた、絵えばっかりのカレンダーだぞ。

　とびらを開あけると、今日きょうは、赤あかいバッグから、

　モミの木きが、とびでてる絵えだった」
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「ふふっ、わたし、おぼえてる。

　去きょ年ねんは、ゲンゲン、十じゅう二に月がつ一日ついたちに、

　二に十じゅう四よんこ全ぜん部ぶ開あけて、食たべちゃったでしょ。

　ゲンゲンの母かあさん、すごくおこってたもの」

「そうだった。だから、今こ年としは絵えばっかりなのかあ」

　クークもサーハも、くすくすわらった。

「昨日きのうは、雲くもの上うえに、プレゼントがのっかってる絵えだったぞ」

「絵えも楽たのしいね」

　クークは、来らい年ねんは、絵えのカレンダーもいいかなと思おもった。

　しばらく、遊あそんで、サーハが帰かえると、

　クークと、ゲンゲンは、丘おかに行いった。

　ふりつもった雪ゆきが、山やまのようになっている。
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　ゲンゲンが、ひらめいた。

「おい、クーク。今いまから、すごいことするぞ」

「なあに？」

「『あなぼっこりきょうそう』だ！」

「おもしろそう！」

「いいか、よーい、ドン！」

　ゲンゲンと、クークは、手てや足あしを使つかって、

　あなをほりはじめた。

　ゲンゲンは、しゃかしゃかと、まるで、

　アカゲラが、木きをつついているようなスピードで。

　クークは、わっせわっせと、大おおきくゆっくりと。

　ゲンゲンの速はやいこと速はやいこと。

　あっという間まに、体からだがすっぽりかくれてしまった。

「へへっ、おれが二ふたつ、入はいるくらいだぞ」

　となりで、ほっているクークは、

「すごいなあ。ぼくは、立たつと、

　まだ、まわりの景け色しきが見みえるよ」

「まったく、クークはおそいな」
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　クークは、おなかがすいてしまった。

　あなから出でると、ゲンゲンの、

　あなをのぞいた。

「ゲンゲン、まだほるの？」

「ああ、おれは、げんかいにちょうせんする。

　いくぞ！」
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　と、かけ声ごえかけて、

　しゃかしゃか、しゃかしゃか。

「ゲンゲン、だんだん、

　ななめになってきてるよ」

「かまうもんかあ」

　クークは、その間あいだ、

　小ちいさな雪ゆきだるまを作つくっていた。

　しばらくすると、ゲンゲンが、

　あなから出でてきた。

「あー、おもしろかった。

　クーク、スキーすべりに行いこうぜ！」
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　広ひろい雪ゆきの原はらに、ぽつんとできた、

　あなぼっこり。

　気きがつかないで歩あるいていたら、

　落おっこちそうな、あなぼっこり。







　　雪ゆきの あなぼっこり







　空そらが、はい色いろになって、ちらちらと、

　雪ゆきがふる中なか、足あし早ばやに、

　ねずみの三さん兄きょう弟だいが、やって来きた。

　家いえのクリスマスツリーのかざりの玉たまを、

　りすのおばさんのところへ、もらいに行いった帰かえりだった。

　りすのおばさんが、金きんの玉たまは、兄あにのネーネに、

　銀ぎんの玉たまは、二に番ばん目めの兄あにのズーズに、赤あかい玉たまは、

　弟おとうとのミーミに、とくべつな糸いとで作つくってくれた。

　兄きょう弟だいは、うれしくて、大だい事じそうにかかえて、

　雪ゆきの原はらを歩あるいていた。
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「この雪ゆきは、つもるよ。早はやく帰かえろう」

　と、ネーネ。

「ミーミ、うろうろしたら、おいてくぞ」

　と、ズーズ。

「うん。うろうろしない」

　でも、ミーミは、うれしいから、

　あっちに行いったり、こっちに行いったり。

　そのうち、深ふかく曲まがりくねった、あなを見みつけた。

「何なにかな？」

　のぞいてみると、手てがすべって、赤あかい玉たまが落おちてしまった。
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　兄にいさんに、しかられると思おもったミーミは、

　だまって、あなの中なかにとびこんだ。

　玉たまは、ころころ転ころがって、一いち番ばんおくで、ころっ。

　見みつかって、ほっとしたミーミ。

　その時とき、バザザッ。

　かべがくずれて、あなが、ふさがってしまった。

　バザザッ。

　その上うえからは、雪ゆきがしんしんと、ふりつもる。

　ミーミは、すっかりうもれてしまった。

　そのころ、ネーネとズーズが、ふりかえると、

「ミーミが消きえた！」

「ずっと、雪ゆきの原はらで、なんにもないのに」

「ミーミ！」

　まわりを、けんめいにさがしたけれど、見みつからない。
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　しばらく、さがしていると、

　ゲンゲンと、クークに会あった。

　ミーミがいなくなったことを言いうと、

「へんだね。見みかけなかったよ」

「それは、じけんだぞ。

　急きゅうに消きえるなんて、あなにでも、落おっこちないかぎり、

　ありえないぞ！」

「あーっ、あなぼっこり！」

　クークが、さけんだ。

　ゲンゲンも、びっくりして、さっきの、あなのところに走はしった。

　あなには、くずれた雪ゆきがおちて、その上うえからは、

　雪ゆきが、どんどんふりつもり、はっきりわからなくなっていた。

「ここ、ちょっとへこんでるから、ここかな」

「たぶん、きっとそうだぞ」

　ゲンゲンとクークは、雪ゆきをかきわけて、さがしはじめた。

　そのころ、ミーミは、外そとに出でようと、あなを進すすんだけれど、

　どっちに向むかったらいいのか、

　わからなくなってしまった。

　くずれた雪ゆきが、どんどん重おもくなって……、

　小ちいさなミーミは、動うごけなくなってしまっていた。

「寒さむいよーっ……兄にいちゃん……」

　赤あかい玉たまをしっかりかかえて……。

　雪ゆきがどんどん、ふりつもる。
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「早はやく見みつけないと、たいへんだ！」

「ミーミ！」

　大おおきな声こえで、さけびながら、あなをほる。

「何なにかあったのか？」

　と、ニサッタの声こえ。

　ニサッタは、雪ゆきの景け色しきの写しゃ真しんをとりに行いくとちゅう、

　クークたちの、あわてた声こえを聞きいて、

　かけつけて来きた。

　ゲンゲンが、せつめいすると、

「だいじょうぶ、かならず、見みつけてあげるから」

　と、ネーネとズーズに言いうと、

　ものすごい速はやさで、あなをほりはじめた。
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　ネーネとズーズは、名な前まえをよびつづけた。

「ミーミ！」

「ミーミ！」

「見みつけた！」

　と、ニサッタの声こえ。

　赤あかい玉たまをしっかりかかえて、冷つめたくなっているミーミ。

　ニサッタは、すぐに、だきかかえて、

「ゲンゲン！　家いえにもどって、

　ミーミの体からだをあたためよう」

　いちもくさんに、みんなは走はしった。
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　クークは、ネーネとズーズをだいて走はしった。

　ゲンゲンの家いえにつくと、

　あたたかなストーブの前まえで、ミーミをねかせ、

　タオルで、体からだをごしごしさすった。

「ミーミ！」

　ミーミの目めが、ぱっちりと開ひらいた。

　みんな、ほっとした。
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「兄にいちゃん！」

「ミーミ、よかったな」

「ぼく、赤あかい玉たま見みつけたよ……あれ？

　ぼくの赤あかい玉たま！」

「あるよ。ちゃんとここに」

　ミーミのそばに、赤あかい玉たま。

「すごく大おおきいあながあって、赤あかい玉たまがね、

　落おっこちたの。

　だから、ぼく、あなに入はいったら、

　出でられなくなったんだよ」

「おれの作つくった、あなぼっこりなんだ。ごめん」

[image: ]

「ゲンゲンのせいじゃないよ。

　ミーミが、うろうろしたから、わるいんだ」

「でも、もしものことがあったら、

　おれ、どうしたらいいかわかんなかった。

　考かんがえただけでも、ぞおっとする」

　ゲンゲンは、すっかり落おちこんだ。

「ニサッタが、来きてくれて、よかった」

「ニサッタ、ありがとう」

　みんなが、お礼れいを言いうと、ニサッタは、

「ゲンゲンも、クークも、いっしょうけんめい、

　ミーミをさがしていたよ」

　と言いいながら、あたたかいミルクを持もってきた。

「これを飲のんで。体からだがあたたまる」
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　ミーミが、ミルクを飲のみはじめると、

　ニサッタは、ギターを持もってきた。

　ゲンゲンもクークも、はじめて、ギターを見みた。

「こんな時ときは、音おん楽がくを聞きくのが一いち番ばん。

　気き持もちが落おちつく」

　ニサッタは、いすにすわって、足あしを組くむ。

　ギターのげんに、指ゆびがふれる。

　そのとたん、ニサッタの指ゆびが、

　軽かろやかに動うごき、

　あまく、やさしいメロディーが流ながれた。
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「ふわぁ」

　と、みんなは、思おもわずため息いき。

　息いきをするのを、わすれるくらい、

　聞ききいった。

　曲きょくが終おわると、大だいはくしゅ。

「ニサッタって、なんでもできるんだね」

　と、みんな、びっくり。

「ニサッタって、かっこいい」

　と、ゲンゲンは、ますますあこがれた。

　すっかり元げん気きになったミーミ。

　そこへ、ゲンゲンの父とうさんと母かあさんが、

　帰かえってきた。
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「あれまあ、みんな、

　遊あそびにきてくれたのかい？」

「ぼくのギターを聞きいてくれましたよ」

「ニサッタのギターは、すばらしいからねぇ」

　と、ゲンゲンの父とうさんも、楽たのしそうに言いった。

　みんなが帰かえろうとした時とき、

「ちょっと待まった！」

　ゲンゲンの手てに、星ほしの形かたちの

　クリスマスツリーのかざり。

「これ、おれの、いっちばん好すきな星ほしのかざりだぞ」

　ミーミの手てに、にぎらせた。

「やる」

「ぼくに、くれるの？

　でも、いっちばん好すきなんでしょ？」

「だから、やるんだ」

「うん……ありがとう。

　すごく、うれしい」
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　ゲンゲンの、てれくさそうな顔かお。

　ニサッタと、クークは、顔かおを見みあわせて、ほほえんだ。

　ゲンゲンは、クークの耳みみもとで、ささやいた。

「おい、クーク。

　おれ、クリスマスプレゼントに、そりは止やめた」

「えっ、あんなに、そりって言いってたのに」

「そりは、クークでいい。

　おれは、ギターにする」
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　と、ゲンゲンは、首くびをこくんとして言いった。







　　風ふう船せん手て紙がみ







　今日きょうも、クークはクリスマスまで、

　あと何なん日にちと数かぞえながら、

　アドベントカレンダーの、

　ふくろを開あけた。
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「わあ、ミルクチョコレートだよ」

　口くちの中なかに、ふんわり、

　あまさが広ひろがった。

「ぼく、やっぱり、

　食たべるものが入はいってる、

　カレンダーが一いち番ばん好すき！」

　朝あさから、ふっていた雪ゆきもやんで、

　おっとりとした冬ふゆの日ひざし。

　クークは、父とうさんと、庭にわのモミの木きに、

　かざりつけをはじめた。
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　松まつぼっくりや、赤あかいリボン。

　金きんや銀ぎんの玉たま。

　星ほしやハート、雪ゆきの形かたちの、小ちいさなかざり。

　金きん、銀ぎん、赤あかの小ちいさなガラスの玉たまは、

　きらきらして、

　クークは、とりつけるたびに、

　少すこしはなれて、ながめた。

「モミの木きが、だんだん、

　おしゃれになってくね」

　げんかんには、母かあさんの作つくったリース。

　出で窓まどやテーブル、たなの上うえ、いろんな所ところにも、

　クリスマスのオーナメントが、かざられた。
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「うちじゅう、クリスマスだなあ」




　クークは、毎まい年としふえていく

　クリスマスのオーナメントを見みながら、

　そうぞうした。




　　──空そらの雲くもに、金きんのこなをふりかけて、

　　空そらのクリスマスも、いいなあ。

　　ぼくのうちを、太ふといリボンで、

　　ぐるっとむすんでプレゼント。
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　　だれにあげよう……、

　　ぼくがもらうよ。

　　クリスマスって、

　　考かんがえてるだけでも、楽たのしいな──




　家いえじゅうのかざりつけが終おわった。

　母かあさんが言いった。

「クーク、二に十じゅう四よっ日かのパーティーの後あと、

　サーハとゲンゲンは、

　うちにおとまりしてもいいわよ」

「えーっ」
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　クークの声こえが、家いえじゅうにひびいた。

「うれしいな、はじめてだよ。

　ぼくの友ともだちが、おとまりするの」

　すぐに、サーハとゲンゲンに

　教おしえたかったけれど、

　うれしさを、形かたちにして、つたえたかった。

「やっぱり、手て紙がみにしよう」

　さっそく、紙かみと、色いろえんぴつを出だして、

　まどの外そとの雪ゆきを見みながら、

　ようやく書かきだした。
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　サーハとゲンゲンの分ぶんを書かいて、

「すごく、よくできたなあ」

　クークは、うれしいことが、

　もっとうれしくなったのを感かんじた。
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　それから、部へ屋やの中なかを、きょろきょろ。

「そうだ」

　天てんじょうにくっつきそうな、風ふう船せん二ふたつ。

　クークは、手て紙がみを細ほそ長ながくおりたたんで、

　風ふう船せんについているひもにしばった。

「風ふう船せん手て紙がみだよ」

　クークは、早はやくわたしたくて走はしった。
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　まっ白しろい雪ゆきの原はらに、赤あかと青あおの風ふう船せんが、

　ふわふわ、ふわふわ。

　息いきが白しろい。

　その白しろい息いきを見みながら、ハーフーッ、ハーフーッ。

　もう、サーハとゲンゲンが遊あそんでいた。

　ゲンゲンが、まっ先さきに、

「おい、クーク。風ふう船せんで遊あそぶのか？」

「ちがうよ。すごくね、

　うれしいお知しらせなんだ」
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　サーハに、赤あかい風ふう船せん。

　ゲンゲンに、青あおい風ふう船せん。

「なんだ、風ふう船せんくれるのか？」

　ゲンゲンが、うけとろうとした時とき、手てがすべった。

　青あおい風ふう船せんは、風かぜにひろわれて、

　ふんわり、空そらへまいあがった。

「あ──っ」

　と、口くちを開あけて、クークたちは、

　風ふう船せんを見みおくった。

「行いっちゃった……」

「なんだよ、クーク、おまえが悪わるいんだぞ。

　ちゃんと、おれにわたさないから」

「あれ……風ふう船せん手て紙がみ」

「手て紙がみ？　それならそうと、早はやく言いえよ」

「サーハのと、おんなじだから」
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　サーハは、むすんであった手て紙がみを

　ほどいて、読よんだ。

　ゲンゲンも、のぞきこんで、読よんだ。

　読よみおわるなり、とびあがった。

「おれ、ぜったい、とまりたい！

　母かあちゃんと父とうちゃんが、だめって言いっても、

　ぜったい、ぜったいとまるぞ」

「わたしも、ぜったいとまりたーい！」

　それから、みんなで大おおさわぎ。

　うれしくて、雪ゆきの中なかを、ごろごろごろごろ、転ころがって、

　雪ゆき玉だまを作つくって、なげあった。

　急きゅうに、ゲンゲンの声こえ。

「おい、たいへんだ」

「どうしたの？」

「おとまりしたいけど、そうなると、

　こまったことになるぞ」
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「どうして？」

「だって、二に十じゅう四よっ日かだろ。

　夜よ中なかに、サンタが来くるんだぞ。

　おれんちにも来くるんだぞ。

　クークんちに、とまって、

　おれが、自じ分ぶんの部へ屋やの

　ベッドにねてなかったら、

　サンタ、帰かえっちゃうかもしれない」

「わぁ、ほんとだ！」

「プレゼント、おいていって

　くれないかもしれないぞ」

　クークも、サーハも、どうしようかと思おもった。

　サーハが、ひらめいた。

「ねぇ、サンタさんに、お手て紙がみ書かきましょうよ。

　クークの家いえにとまるから、クークの家いえに、

　とどけてくださいって、おねがいするの」
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「そうだな」

「それがいいね」




　その夜よ。

　サーハは、サンタクロースに手て紙がみを書かいて、ベッドにはった。

[image: ]

　そのころ、ゲンゲンも手て紙がみを書かいて、

　ベッドや、まどや、ドアにはっていた。
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　　おとまりの じゅんび







　ゲンゲンは、サンタクロースへの手て紙がみを書かく前まえに、

　母かあさんに聞きいていた。

「母かあちゃん！　母かあちゃん、おねがいがある！」

「どうしたの？」

「あのな、クリスマスイブの二に十じゅう四よっ日か、

　クークんちで、おとまり会かいするって。

　おれと、サーハがよばれたんだぞ」

「あらぁ、すごい！」

「行いってもいいか？」

「おとなしくできるかい？」

「できる、できる！」

「よそのうちにとまるなんて、

　はじめてのおとまりだねぇ」

「うん。はじめてのおとまりだ。

　へへっ。生いきてると、いろんな『はじめて』があるもんだ」
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「もしも、うるさくしたら、

　引ひきずってでも、うちにつれて帰かえるからね」

「おお、まかしとけって！」

　ゲンゲンは、うれしくて、うれしくて、

　じっとしていられない。

「おっとまり！　おっとまり！」

「こら、ゲンゲン、走はしるんじゃないよ！」

[image: ]

「母かあちゃん、はじめてのおとまりで、

　おれ、ねむれるかな」

「だいじょうぶ。ぐっすり、ねむれるよ」

「なんだ、つまんねぇ。

　そしたら、おとまり、すぐ終おわっちゃうぞ」

「ゲンゲン、よく言いっておくよ。いいかい？

　夜よるは、ちゃんとねること。

　それが、できないなら、とまらなくていい」

「母かあちゃん、わかったよ。

　きっと、すぐねるよお……。おれ、もう用よう意いするぞ。

　おとまりって、何なに持もっていくか、

　考かんがえただけでも、ぶるぶるっとして、うれしくなる」

　大だい好すきな、大おおきめのリュックを出だして、

　中なかをのぞいて考かんがえた。

　ゲンゲンは、歯はブラシと、

　とっておきのタオルを、リュックに入いれた。

　トランプと、カルタも入いれた。

　そして、リュックの中なか身みを入いれたり出だしたり。

　家いえの中なかで、ねるまで、しょっていた。

「そうだ！　わすれてた」

　ゲンゲンは、大だい事じなものを

　リュックの中なかに、入いれたり出だしたり。

　まよって、ついに、母かあさんに聞きいた。
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「母かあちゃん、おれ、どうしよう。

　おとまりの時とき、持もっていこうか、

　どうしよう……。

　ないとこまるし、持もっていくのは、

　はずかしいし……」

「なんだい？」

「あの……おれ、ねる時とき、

　いつもしてる、はらまき」

「あははは」

「母かあちゃん、わらうな」

「心しん配ぱいなら、持もっていきな。

　はずかしいことじゃないよ」

「そうかなあ。おれ、かっこいい男おとこになりたいって、

　いつも、言いってるんだぞ。

　なのに、はらまき、かっこわるう」

「はらまきの、どこがかっこわるい！」

　と、ねるじゅんびをした父とうさんが、

　はらまきをして、やって来きた。

　ゲンゲンは、父とうさんのはらまきを、じっと見みた。
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「やっぱり、かっこわるう」

「何なにを言いってる。これは、うちのでんとうだ。

　じいちゃんも、ひいじいちゃんも、ずっとしてきた。

　とくに、このはらまきは、ゆいしょあるはらまきだ」

「でも……」

　まよっているゲンゲンを見みて、母かあさんが言いった。

「ねる時ときは、一いち番ばんいい気き持もちでねるもんだ」

　大おお声ごえで話はなしていたので、

　ニサッタが、部へ屋やから出でてきた。

「おっ、ボディウォーマーだ」

　ニサッタは、ゲンゲンのはらまきを見みて、

　にっこり。
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　ゲンゲンは、思おもった。

　──ボディウォーマー。

　これ、ボディウォーマー。

　かっこいいかもしれない──

「母かあちゃん、わかった。

　おれ、一いち番ばんかっこいいボディウォーマーを

　えらんで、持もっていく！」

　たくさんあるはらまきの中なかから、

　赤あかと緑みどりと白しろのチェックのはらまきを、

　えらんで、リュックに入いれた。




　そのころ、サーハも、どきどきしていた。
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「わたし、おとまり、はじめて。

　父とうさん、いいって言いうかなあ」

　父とうさんは、町まちに一ひとつしかない病びょう院いんのお医い者しゃさん。

　だから、とってもいそがしい。

　サーハは、父とうさんが帰かえってくるなり、

「父とうさん、おかえりなさい！

　あのね、クークからお手て紙がみもらったの。

　おとまり会かいに、来きてくださいって」

　サーハは、手て紙がみを見みせた。
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「父とうさん、わたし行いきたい。

　行いってもいいでしょ？」

「そうか。サーハは、おとまりは、

　はじめてだけれど、だいじょうぶかな？」

「うん。ちゃんとできるよ」

「じゃあ、クークの父とうさんや母かあさんの

　言いうことを、よく聞きいて、

　楽たのしくすごしておいで」

「うん。父とうさん、ありがとう」

　サーハも、おとまりは、まだ先さきなのに、

　リュックを出だして、何なにを入いれていこうか考かんがえた。

　耳みみカバーを、全ぜん部ぶ出だしてならべてみた。

「どれにしようかな」

　サーハは、ピンクの花はながついている耳みみカバーに決きめた。
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　母かあさんが、小ちいさなサーハの小ちいさな耳みみに、

　いつもねる時ときに、耳みみカバーをしてくれたのを思おもいだした。

「サーハ、うさぎの耳みみは、とっても大たい切せつよ。

　耳みみの形かたちも、毛けの色いろもね。

　だから、カバーをつけて、ねるのよ。そうすると、きれいな耳みみになるわ」

　と、母かあさんは言いっていた。

　──いつもとちがう場ば所しょで、友ともだちといっしょに、

　とまるなんて、なんて楽たのしみなんだろう──

　読よみかけの本ほんもリュックに入いれた。

　クークの家いえに行いったら、きっと、読よむ時じ間かんなんて、

　ないけれど、持もっていきたかった。

　ベッドの横よこの、小ちいさなうさぎの人にん形ぎょうに言いった。

「チェリー、いっしょに、行いこうね」
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　　とくべつな日ひ







　今日きょうは、クリスマスイブ。

　朝あさから、父とうさんも母かあさんも、大おおいそがし。

　でも、クリスマスパーティーのじゅんびは、

　一いっか月げつも前まえから、始はじまっていた。

　[image: ]クリスマスプディングを作つくることだ。

　十じゅう一いち月がつには、ドライフルーツや、りんごを入いれた生き地じを、

　うつわに入いれて、八はち時じ間かんくらい、むす。

　その後ご、一いっか月げつは、ねかせて、

　じゅくせいさせた。
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　これを、イブの今日きょう、また一いち時じ間かんくらい、

　むしなおせば、できあがり。

　プディングといっても、

　プリンみたいにやわらかくなく、

　どっしりとしたものだ。

　[image: ]父とうさんは、むしながら、その間あいだ、

　パイ生き地じに、中なか身みをつめていた。

　一いっ週しゅう間かん前まえに、ミンスパイの中なか身みに使つかう

　ドライフルーツを、ブランデーと、さとうで、

　にこんだ後あと、ねかせていた。

　それも、ちょうどよい具ぐ合あいになっていて、

　つめおわると、オーブンで、やきはじめた。
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　[image: ]ジンジャークッキー用ようの、

　しょうがをすりおろしたり、

　サラダのやさいをあらったり。

　クークは、父とうさんの料りょう理り作づくりを見みるのが、

　大だい好すき。

　とくに、イブの日ひは、

　いつもの何なんばいも動うごきまわって、

　三みっつか四よっつの仕し事ごとを、同どう時じにしている。

　クークは、じゃまにならないように、

　後うしろから、首くびをのばしたり、せのびしたり、

　いすにのったりして、のぞいている。
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「クーク、見みていて、おもしろいか？」

「うん、まほう使つかいみたいだもの」

「そうだな。料りょう理りは、まほうみたいなものだな」

「そんなに、いっぱいやっていて、

　とちゅうで何なにするか、わかんなくならないの？」

「先さきへ先さきへと、考かんがえてやってるから、

　だいじょうぶさ」

「ぼくは、ひとつのことに、むちゅうになったら、

　ほかのことわすれちゃう」

「だれでも、はじめから、うまくはいかないさ。

　だんだんだよ。だんだん」

「ほんと？　それなら、ぼくもいつか、

　料りょう理りのまほう使つかいになれるんだ」
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　父とうさんは、クークと話はなしながらも、手ては休やすめない。

　やさいを切きったり、やいたり、

　オーブンの温おん度どをたしかめたり。

　クークは、料りょう理りのまほう使つかいになることを

　そうぞうした。

「料りょう理りって、ふしぎだな。

　畑はたけにあったやさいやくだものが、

　いろんな形かたちにかわって、

　すごくおいしくなって、登とう場じょうするんだよ。

　それで、みんながすごく、うれしくなる」




　そのころ、母かあさんも、大おおいそがし。

　テーブルには、テーブルクロスをかけたり、

　お皿さらや、ナプキン、コップなどを用よう意いしたり。

　[image: ]小ちいさくて、かわいいマジパンは、

　さとうと、ひいたアーモンドを、ねりあわせたもの。

　一ひと口くちで食たべられる小ちいさなおかし。

　ガラスのうつわに入いれて、

　ひとつひとつのテーブルにおいた。
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　かざってあるだけで、

　テーブルが楽たのしくなる。

　クークが、つまみぐいに来きた。

　くうっと、おなかが鳴なっている。

　母かあさんが気きがついた。

「クークの、おなかが、ようきゅうしてるわね。

　今いまのうちに、お昼ひるごはんにしましょう」

「うん。ぼく、急きゅうにおなかすいてきた」

　母かあさんは、コーヒーを入いれた。

　クークには、ミルクティー。

　前まえから作つくっておいたシュトレンというパン。
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　十じゅう二に月がつに入はいってから、二に十じゅう四よっ日かまでの

　アドベントの間あいだ、

　毎まい日にち少すこしずつスライスして食たべていた。

　フルーツの風ふう味みが、日ひごと、パンにうつっていくから、

　今日きょうは、昨日きのうより、おいしい味あじになっていた。

「うーん。これは食たべごろだね」

　父とうさんは、まんぞくそうに言いいながら、

　コーヒーを飲のむ。

　クークは、パーティーの後あとに、

　サーハとゲンゲンが、おとまりするのも、うれしくて、

　今日きょうはなんて、すてきな日ひだろうと思おもった。

「ねえ、母かあさん。今日きょうは、とくべつな日ひだね。

　ゲンゲンやサーハも、おとまりするしさ。

　でも、ふつうの日ひも、同おなじ日ひが一いち日にちもないから、

　おもしろいけどさ」

「そういえばそうねぇ。

　同おなじ日ひにしたいって思おもっても、できないわねぇ」

「うん。それにさ、ふつうの日ひがあるから、

　とくべつの日ひがあるんだよ。

　いつも、とくべつな日ひばっかりだったら、

　とくべつの日ひが、ふつうの日ひになっちゃうもの。

　ぼく、それだとこまるな」
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「どうして？　毎まい日にち、クリスマスならいいなって、

　思おもわないのか？」

　と、父とうさんが聞きいた。

「ふふっ。ぼく、ふつうの日ひって、

　けっこう、好すきなんだよ」

「そうか。それは、ほっとした」







　　クリスマス パーティー







　雪ゆきかきをして、その雪ゆきが左さ右ゆうに、

　へいのようになった小こ道みちは、

『森もりのキッチン』のげんかんまで、

　つづいている。

　三さん時じごろになると、その中なかを、

　プレゼントをかかえた、

　森もりのなかまたちが、

　次つぎから次つぎへとやって来きた。
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　げんかんを開あけると、

　クークの父とうさんと母かあさんが、

　おでむかえ。

「メリークリスマス！」

「メリークリスマス！」

　と、口くち々ぐちに言いいながら。

　みんなは、プレゼントを、まず、

　お店みせの中なかのツリーの下したにおいていく。

　クークたちは、このプレゼントも楽たのしみだ。

　どれが当あたるか、わからない。

　みんなで、くじを引ひいて、

　じゅんばんに、好すきなものをえらんでいく。

　たくさん集あつまっていく、

　プレゼントのつつみを見みながら、

　何なにかな、何なにかなと、そうぞうした。
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「おれ、あのでっかいのがいいな」

「わたし、黄き色いろいリボンの丸まるい箱はこ！」

「えーっ、ぼく、まよっちゃうなあ」

　大人おとなたちの、じゃまにならないように、

　いすに、すわってはいるけれど、

　プレゼントのつつみから、目めがはなせない。

　森もりのキッチンのクリスマスパーティーは、

　だれが来きてもいい。

　でも、来くる時ときは、みんな、

　プレゼントを持もってくる。

　ゲンゲンの父とうさん、母かあさん、

　ニサッタ、サーハの父とうさん、

　ねずみの三さん兄きょう弟だいと、

　三さん兄きょう弟だいの父とうさん、母かあさん、

　こりすのチル、こだぬきのラックが、

　それぞれ、プレゼントをかかえて、やって来きた。
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　店みせに、いつも来くるお客きゃくさんたち。

　だれが来くるのかなと、クークたちは、

　げんかんのドアが開ひらくたびに、

「メリークリスマス！」

　と、大おおきな声こえで言いう。

　思おもい思おもいのせきについて、

　飲のみ物もので、かんぱいだ。

　大人おとなたちは、シャンパン。

　こどもたちは、クリスマスとくせいの

　アップルサイダー。
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　あたたかな部へ屋やでの、たんさんの入はいった飲のみ物ものは、

　あまくて、シュワシュワッとして、

　クークは、すぐ、おかわりをしてしまう。

　かんぱいが終おわると、

　部へ屋やのまん中なかにあるテーブルに、

　ごちそうを取とりにいく。
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　クークたちは、おかしのテーブルを

　見みて、びっくり。

「おい、クーク、

　すごいぞ！　すごいぞ！」

「うん。これ、全ぜん部ぶ、食たべようね」

「わ～！　こんなにたくさん。うれしいわぁ」
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　料りょう理りもいっぱい。オードブルの大おお皿ざらからはじまって、

　コーンスープ、ピザ、ドリア、スパゲッティ、パエリアなど。

　ゲンゲンの父とうさんは、クークの父とうさんの

　作つくったパエリアは、世せ界かい一いちと言いいながら、

　たっぷりと、うれしそうに、お皿さらに入いれる。
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　サーハの父とうさんは、サーモンのマリネが大だい好すき。

　シーフードマリネの中なかから、サーモンのマリネ、

　にんじんのサラダを、まずは、お皿さらに入いれた。

　白しろワインを飲のみながら、

　おいしいなと、何なん度どもつぶやく。

　ニサッタは、オードブルを、少すこしずつ、お皿さらに入いれながら、

　大だい好すきな、ジンジャークッキーを見みつけた。

　人ひとの形かたちをしたジンジャーブレッドマンや、

　葉はや星ほしの形かたちをした、うすいジンジャークッキーは、

　あまくなく、スパイスがきいているので、

　ブルーチーズをのせて、食たべている。
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「ニサッタって、食たべかたも、かっこいいなあ」

　と、ゲンゲンは、あこがれる。

　デザートは、星ほしの形かたちをしたクリスマスパイ。

　シナモン風ふう味みのりんごジャムがたっぷりだ。

　クリスマスケーキは、今こ年としは、

　ブッシュ・ド・ノエルという、

　ココアとチョコレートのロールケーキ。

　丸まる太たの形かたちをしている。

　枝えだの形かたちのチョコレートや、雪ゆきのかわりに、

　白しろいクリームや、こなざとうで、デコレーション。

　ねずみの三さん兄きょう弟だいは、このケーキが、お気きにいり。

　クークの母かあさんに切きりわけてもらって、

　そっとそっと、おとさないように、

　自じ分ぶんたちのせきまで、持もっていく。
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「おうちの横よこにたおれてる、大おおきな丸まる太たを、

　食たべてるみたい」

　と、兄あにのネーネ。

「あの丸まる太たがたおれてきたから、

　部へ屋やのまどが、開あかなくなっちゃったんだよね」

　と、二に番ばん目めの兄あにのズーズ。
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「おとといの嵐あらしで、たおれたの？」

　横よこで聞きいていたクークの母かあさんは、びっくり。

「そうだよ。父とうちゃんも母かあちゃんもね、

　おうちがつぶれなくて、よかったって言いってたもん」

　と、一いち番ばん下したのミーミ。

「明日あした、さっそく、丸まる太たをどけてあげるから、

　だいじょうぶよ」

「うん。クークの母かあさん、ありがとう」

　三さん兄きょう弟だいは、安あん心しんして食たべはじめた。

　[image: ]こどもたちが、一いち番ばんよろこんだのは、〝おかしの家いえ〟。

　ジンジャークッキーを、こなざとうと、たまごの白しろ身みで、

　はりつけて作つくった家いえだ。

「えんとつもあるぞ」

「まどがちゃんとあるし、花はながかざってあるわ」

「食たべるの、もったいないね」

「うん、もったいない」

　クークたちが、のぞきながら、話はなしていると、ミーミが言いった。
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「ねえ、兄にいちゃん、ぼく、この家いえに住すみたいよお」

「これは、おかしの家いえだから、だめだよ」
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「どうして？　食たべないでいれば、住すめるよ」

「これは、食たべる家いえなんだよ」

　ミーミは、しゅんとなって、

「いいもん。父とうちゃんに、こんな家いえ作つくってもらう」

　ちょうど、その時とき、プレゼントの、

　くじ引びきが始はじまった。

　クークの父とうさんが、箱はこを持もってまわっている。

　みんなは、その中なかから、一いち枚まいずつ、

　番ばん号ごうの書かいてある、くじを引ひく。
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　そして、一いち番ばんから、じゅんばんに、

　好すきなプレゼントをえらぶ。

　部へ屋やのあちこちで、つつみを開あける音おと、

　わぁーっという、かんせい。

　プレゼントを手てに持もって、みんなで見みせあう。

　一いち番ばん、にぎやかな時じ間かんだ。

　ゲンゲンは、大おおきめのプレゼントをえらんだ。

　開あけてみると、まくらだ。

「やった！　おれ、明日あしたから、これでねるぞ」

　サーハは、花はながらのマグカップ。

「わたし、これで、ぎゅうにゅう飲のもうっと」

　クークは、水みず玉たまもようのタオル。顔かおに当あてて、

「うわぁ、やわらかくて気き持もちいい」
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　全ぜん員いん、すてきなプレゼントが当あたって、

　また、おいしいごちそうを、食たべはじめた。

「ミーミ。これ、〝ぼたん雪ゆきクッキー〟っていうんだよ」

　[image: ]クークは、ミーミに、雪ゆきみたいに、まっ白しろな

　こなざとうをまぶした、丸まるくて小ちいさなおかしをわたした。

　ミーミは、口くちに入いれると、

「あぁ、あまーい、ふんわり雪ゆきみたいで、おいしい！」

　三さん兄きょう弟だいは、ぼたん雪ゆきクッキーが大だい好すきになった。

　クークの母かあさんは、ぼたん雪ゆきクッキーを、ひとつぶずつ、

　ふくろに入いれて、三さん兄きょう弟だいにプレゼント。

　しばらくすると、ポロロンと、ギターの音おと。

　ニサッタが、ギターをひきながら、

　すんだ声こえで、歌うたいはじめた。
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　みんな、話はなしをやめて聞ききほれる。

　しずかな、心こころにひびく歌うた声ごえ。

　それから、楽たのしいクリスマスソングを

　ギターにあわせて、みんなで歌うたう。

　寒さむい北きたの冬ふゆのクリスマスイブは、

　あたたかな歌うた声ごえと、

　みちたりた笑え顔がおで、いっぱい。
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　　はじめての おとまり会かい







　パーティーが終おわって、大人おとなたちが帰かえった後あと、

　ゲンゲンとサーハは、クークの部へ屋やへ行いった。
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　たくさん食たべて、おなかはいっぱいになっていたので、

　部へ屋やにかざってあるものを見みたり、本ほんだなの本ほんをのぞいたり。

　母かあさんが来きて、クークのベッドの横よこに、

　ふとんを、二ふたつしいてくれた。

　じゃんけんをして、おふろに入はいる、じゅんばんを決きめた。

　ゲンゲンが先さきに入はいって、次つぎにサーハ、クークと入はいった。

　みんな、ふとんの上うえにすわって、

　なんとなく、顔かおがほころぶ。
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「おとまりは、いっぱい遊あそべる」

「遊あそんだ後あとは、そのまま、ねちゃうんだよ」

「いい気き分ぶんだね」

「あ、そうだ」

　ゲンゲンは、リュックをごそごそして、

　くるくるにまいた、はらまきを出だした。

「わらうなよ」

「わらわない」

「おれの父とうちゃんもねる時ときは、してるんだ。

　おれんちの、でんとうなんだ」

「なあに？」

　ゲンゲンは、さっと、はらまきをした。
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「ボディウォーマーだ」

「へぇー。なんだか、かっこいいね」

「だろ？」

「すてきなボディウォーマーね」

「へへっ」

　ゲンゲンは、思おもいっきりポーズをとった。

「わたしは、これよ」

　サーハは、耳みみカバーを出だして、耳みみにかぶせた。
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「うさぎの耳みみは、大だい事じよって、

　母かあさんが、いつも、言いってたの。

　だから、毎まい日にちしてるの」

「すごく、いいな」

「クークは、ねる時とき、何なにかしてるのか？」

「えっ。ぼく、そういえば、なんにも」

「なんだ、つまんねぇの」

「そうだね。ぼくも今いま、そう思おもった。

　何なにか、毎まい日にちすることないかなあ」

　みんな、ふとんの中なかに入はいって、

　ぼそぼそと話はなしだした。

「早はやくねたら、早はやく朝あさになって、

　プレゼントが待まってる。

　だけど、早はやくねたら、

　もう、おとまりが、終おわっちゃう。

　うーむ。こまったぞ」
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「わたしも、そう思おもう。

　おとまりって、あったかいおふとんの中なかで、

　みんなで、おしゃべりできるんだもの、

　だから、終おわっちゃうのもったいないわ」

「じゃあさ、ねむくなるまで、しゃべっていよう……」

　と、クークは、言いったとたんに、

　くう……くう……。

　クークの、ねいきが聞きこえる。
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「あーあ、クーク、ねちゃった」

「わたし、うれしくて、ちっともねむくない」

「おれ、なんだかわかんないけど、全ぜん然ぜんねむくない」

　それでも、少すこしずつ、サーハとゲンゲンの会かい話わも、

　とぎれとぎれになり……、

　クークの父とうさんも母かあさんも、もうねてしまった。

　しずかなクリスマスイブ……。




「サーハ！　おれ、おしっこ」

　ゲンゲンが、サーハをおこした。

　ねぼけまなこのサーハは、目めをこすりながら、

「行いってらっしゃあい……」

「だめなんだ。おきてくれよ。

　いっしょに、行いってくれぇ」
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「ゲンゲン、こわいの？」

「はじめてとまる家いえだし、

　トイレの場ば所しょ、まよいそうだし」

　ゲンゲンとサーハは、そっと部へ屋やを出でた。

　ろうかには、ランプの明あかりが、

　うっすらと、ともっている。

　みんなをおこさないように、しずかに歩あるいた。

　ゲンゲンは、サーハと、しっかり

　手てをつなぎながら、トイレにたどりついた。
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「いいか。ぜったいに先さきにもどるなよ」

「うん、わかった」

「ほんとだぞ。ぜったい、待まっててくれ」

「うん、だいじょうぶ」

　サーハが、ドアの外そとで待まっていると、

　ゲンゲンは、すっきりした顔かおで、出でてきた。

　もどろうとした時とき、

　くらい部へ屋やのおくのほうで、

　ゆらあり、ゆらりと動うごくかげ。
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「きゃあ──っ」

　サーハが、ゲンゲンにしがみついた。

　ゲンゲンは、サーハの声こえにびっくりして、

「ギャーッ」

　ろうかを走はしりだしたところを、立たちふさがるように、

　ぬっと、大おおきなかげ。

　サーハもゲンゲンも、

「ギャーッ」
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「どうした？」

　クークの父とうさんだ。

　サーハもゲンゲンも、その場ばにすわりこんでしまった。

「おばけ……」

　サーハがかげの動うごいたほうを、ゆびさした。

「ああ、ごめん、ごめん。

　あれは、タオルをほしてあったから、

　それが、すきま風かぜで、ゆれたんだろう。

　びっくりさせたね」

　風かぜの強つよい日ひは、すきま風かぜが、すっと、入はいることもある。

　こおりつく夜よるは、ストーブの火ひは、夜よ中なかも消けさない。

　クークの母かあさんも、おきてきて、

「あたたかいミルクを飲のみましょうか？

　ぐっすりねむれるわよ」

　サーハとゲンゲンが、

　ストーブの前まえにすわって、

　パチパチと、まきのもえる音おとを聞きいていると、

　母かあさんが、ミルクを持もってきてくれた。

「クークの好すきな、〝とろっとミルク〟よ」

「ほんとだ、とろっとしておいしい！」

「体からだが、あったかくなるわ」

　あつあつを、ゆっくり飲のんだ。
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「クークは、まるでおきないでしょ」

　と、母かあさんが、わらいながら言いうと、

　ゲンゲンとサーハは、大おおきくうなずいた。

　部へ屋やにもどると、クークは、ぐっすり。

　ゲンゲンとサーハは、とろっとミルクを飲のんで、

　落おちついたので、とろーんと、ねむくなってきた。

　いつのまにか、ぐっすり……ぐっすり……。
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　　クリスマス プレゼント







「朝あさだあーっ」

　クークの一ひと言ことで、サーハもゲンゲンもとびおきた。

「クリスマスプレゼント！」

　まくらもとをさがす。

「あれ？」

「ないぞ」

「わたしのまくらもとにも、ないわ」

「サンタ、きっと、おれんちに、

　行いったんだ。

　おれがいないから、

　帰かえっちゃったんだあ」

　ゲンゲンは、今いまにも、泣なきそう。

「でも、ぼくにもないよ」

　クークも、泣なきそう。
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「サンタが来こなかった……」

「あっ、カードがおいてあるわ」

　サーハが読よんだ。
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　みんな、あわてて、部へ屋やをとびだした。

「うわぁっ！」

「あった～！」

「プレゼントだ！」

　庭にわのツリーまで走はしっていくと、

　そこには、三みっつのプレゼント。
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「やったあ」

「サンタさん、ありがとう」

　みんな、どっちを向むいて、

　お礼れいを言いったらいいかわからず、

　空そらに向むかって言いった。

　それぞれ、名な前まえつきのカードがついている。

「どきどきするね」

「このしゅんかんが、さいこうだぞ」

　クークのプレゼントは、

　大おおきな布ぬのに、つつまれていた。

「こんなに大おおきなプレゼントって、なんだろう」

　クークは、どきどきしながら、リボンを外はずして、

　布ぬのを取とると、

[image: ]

「うわっ、そりだよ！

　みんなで、のれるくらい大おおきい！」

　そりの下したには、スキー板いたがついていて、

　ハンドルもついている。

　ハンドルを回まわすと右みぎ、左ひだりと向むきをかえられる。

「いいなあ、早はやくのってみたいなあ」

　ゲンゲンは、ばっと、

　リボンを外はずして、箱はこを開あけた。

[image: ]

「うおっ。ギィタァ──！　ギィタァ～～」

　ぴかぴかの、ピンとげんのはった、小ちいさめのギター。

　ひきかたも、わからないけれど、

　ニサッタみたいに、指ゆびをげんに当あてる。

「ひくぞ、ひくぞ！」

　大おおきく息いきをすって、じゃじゃじゃ～～ん！

「かんどうだあ」

　ゲンゲンは、ぐっと上うえを見み上あげて、

「おれ、ニサッタに教おしえてもらう」

　サーハは、ていねいに、リボンを外はずして、

　つつみを開あけると、
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「ああ、ドールハウス」

　思おもいがけないプレゼントにびっくり。

「わたし、ほんとは、ずっとほしかったの」

　木きでできたドールハウスは、三さん角かく屋や根ねの二に階かいだて。

　部へ屋やも階かい段だんもあって、やねうら部べ屋やもついている。

　ドアも、開あけられる。

「ベッドや、テーブルをおくの。

　かべには、絵えをかざる」

　サーハは、うれしくて、むねがいっぱいになっていた。

　それから、にぎやかな朝あさごはんが始はじまった。

　ゆでたやさいが、大おお皿ざらに色いろとりどりにならんでいる。

　何なんしゅるいものチーズとクラッカー。

　[image: ]メインは、クリスマスの朝あさに食たべる〝ミルクがゆ〟だ。

　お米こめをミルクで、とろとろに、につめたミルクがゆには、

　シナモンとさとうをかけた。

「みんなのミルクがゆの中なかに、一ひとつだけ、

　アーモンドが入はいってるわ。

　さあ、だれの、お皿さらに入はいってるかしら。

　アーモンドを見みつけたら、来らい年ねんは、

　ラッキーな年としになるのよ」

　みんな、スプーンでさがしてみる。

　なかなか、見みつからない。
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「おれ、食たべちゃったけど、なかったぞ」

「ぼくも、さがしてるけど、なさそう」

「あっ、あった」

　サーハのスプーンに、一ひとつぶのアーモンド。

「サーハの来らい年ねんは、ラッキーな一いち年ねんね」

「はい」

　デザートは、ケーキ風ふうのジンジャーブレッド。

　中なかには、レーズンが入はいって、生なまクリームがのっている。

　ゆったりとした朝あさごはんが終おわって、

　クークたちが、部へ屋やにもどると、

　母かあさんが、ふくろをかかえて来きた。

「サーハのドールハウスを見みて、思おもいだしたの。

　ほら、いろんな、布ぬの切きれが、たくさんあるのよ」

　ふくろから、何なんしゅるいもの、布ぬのの切きれはし。
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「使つかえると思おもうけど、どうかしら？」

「うわあ、すごい。使つかいたい。

　ありがとうございます」

「この布ぬの、何なにに使つかうの？」

　クークが、のぞきながら聞きいた。
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「まどにカーテンをつけたり、

　ベッドのおふとん作つくったり、

　ゆかにしくカーペット作つくったり、

　いろんなことに使つかえるのよ」

　と、母かあさんが言いった。

「ふーん、そういうものなの」

　クークと、ゲンゲンがうなずくと、

　サーハは、布ぬのを大だい事じそうに、しまった。




　クークたちは、プレゼントのそりを引ひっぱって、丘おかへ行いった。

「みんなで、いっしょにのれちゃうって、すごいね」

　クークが、ハンドルをにぎる。

　後うしろに、サーハとゲンゲンがのる。
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「キャーッ！」

　雪ゆきの原はらに、クークたちの声こえがひびく。

　右みぎへ、左ひだりへ、ハンドル切きって、

　真ま新あたらしい雪ゆきの上うえを、線せんを引ひくように、

　そりは、すべっていく。

　ツンとした寒さむさも、白しろい息いきも、おかまいなし。

「クーク、木きだ！　ぶつかる！」

「右みぎ、右みぎにハンドル！」

　ガーン！

　がつんと、そりは木きにぶつかった。

「ごめん、間まに合あわなかった」

　そこへ、ねずみの三さん兄きょう弟だいがやって来きた。

「ネーネ！　ズーズ！　ミーミ！

　いっしょにのろうよ」

　クークが、声こえをかけると、三さん兄きょう弟だいは、

　りっぱなそりを見みて、びっくり。

　さっそく、とびのった。

「キャーッ！」

　すべる。すべる。
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　ハンドルを切きって、ぶつからないように、

　雪ゆきに、ジグザグのもようをつけていく。

「もう一いっ回かい！」

　みんなで、そりを引ひっぱりながら、

　丘おかをのぼって、何なん度どもすべった。

　そのうち、サーハが、

　ふと遠とおくの木きをゆびさした。
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「あれ、見みて。青あおいものが、ゆらゆらしてる」

「お、おれの風ふう船せん手て紙がみだあ」

「あそこに、いたんだね」

　高たかい木きの上うえで、のんびりゆらゆら、風ふう船せん手て紙がみ。




　夕ゆう方がた、ゲンゲンとサーハは、うれしそうに、まくらと、

　マグカップと、ギターと、ドールハウスを持もって、帰かえっていった。

　クークのおなかが、くうっと鳴なった。

「ごはん、まだかなあ」

　台だい所どころにいるはずの父とうさんが、つくえに向むかっている。

「あれ？　父とうさん、何なにしてるの？」

「今こ年とし考かんがえた料りょう理りの作つくり方かたをまとめていたんだ」
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「あーっ、ぼく思おもいだした。

　それ、父とうさんが、今こ年としのけじめをつけるって、

　言いってた、けじめのことだ！」

「そうだよ。あと、六むい日かで今こ年としも終おわりだからなあ」

「ぼくも、何なにか、けじめをつけるって言いったんだ」

「クークは、けじめをつけられたのか？」

「それがね、見みつからないんだ」

「あはは、それはそれで、すごいな。

　毎まい日にち、やりのこしたことが、ないということだ」

「ぼく、けじめはつけられなかったけど、

　今こ年としの思おもい出でを、来らい年ねんに持もっていくの」

「まあ、いいことね」

「一いち年ねんは、三さん百びゃく六ろく十じゅう五ご日にちでしょ。

　ほんとはさ、三さん百びゃく六ろく十じゅう五ごの思おもい出でがあるんだよ。

　でもね、なんだかそんなには、おぼえてなくて、

　それで、ちょこっとの思おもい出でだけ、

　来らい年ねんに持もっていくんだ」
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「クークは、そこで、一いち年ねんをふりかえったんだから、

　りっぱな、けじめだと思おもうよ」

　と、父とうさんが言いった。

「そうねぇ。母かあさんは、今こ年としもクークのわらい声ごえを、

　たくさん聞きけたから、うれしい一いち年ねんだったわ」




　カーテンのすきまから見みえる、やさしい明あかり───。

　クリスマスの夜よるをつつむように、ふりつづく雪ゆき。

　森もりの一いち年ねんが、もうすぐ、終おわろうとしている。
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[image: 絵遊び　クークをさがせ！]







[image: クークと父さんの料理の作り方]
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